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▲米内沢根小屋地区で田んぼアートづくりに
挑戦する参加者

車窓からの眺めが楽しみ ●田んぼアート制作

●竜ヶ森合同山開き

▲新緑のブナ林のなかを歩き、山頂を目指す
参加者

ブナ林の新緑を浴びて

▲約150人の参加者が、根子番楽、郷土料理、
マタギ語り、集落散策などを楽しんだ

集落のパワーを結集 ●根子番楽まつり

▲津谷市長に功労者表彰の喜びを語る高関英
男さん

林業の発展に寄与 ●高関英男さん功労者表彰

●第 26回東京圏あに会総会

▲ふるさと阿仁の話で盛り上がった、東京
圏あに会懇親会

ふるさとに思いを馳せて

▲津谷市長に全日本おかあさんコーラス全国
大会への出場を報告する三澤代表

おかあさんコーラス全国大会へ ●秋田声楽研究会合唱団
　
根
子
番
楽
ま
つ
り
（
実
行
委
員
長
＝
佐
藤

哲
也
根
子
自
治
会
長
）
が
６
月
10
日
、
阿
仁

根
子
集
落
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
1
5
0
人
の
参
加
者
が
根
子
番
楽
や
郷
土

料
理
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
自
治
会
と
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
企
画
や
運
営
を
行
い
、
今
回

が
２
回
目
の
開
催
で
す
。

　
こ
の
日
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
入
村
手
形
を

購
入
し
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

『
根
子
番
楽
』
や
マ
タ
ギ
と
の
語
ら
い
、
昔

遊
び
体
験
、
集
落
内
散
策
な
ど
の
盛
り
沢
山

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
昼
食
で
は
、
集
落
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
作
る
郷
土
料
理
が
振
る
舞

わ
れ
、
地
元
伝
統
の
ナ
ッ
ツ
や
煮
染
め
、
白

あ
え
な
ど
を
、
一
品
一
品
じ
っ
く
り
味
わ
い

な
が
ら
、
田
舎
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
制
作
の
田
植
え
作
業
が
市
内
３
箇
所

で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
田
ん
ぼ
に
赤
、
黄
、

緑
、
紫
色
な
ど
の
品
種
の
稲
を
使
い
、
絵
や

文
字
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
と
い
う
も
の
。
作

業
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
育

む
と
と
も
に
、
観
光
客
が
訪
れ
た
く
な
る
景

観
を
つ
く
り
、
秋
田
内
陸
線
の
集
客
力
ア
ッ

プ
を
図
ろ
う
と
北
秋
田
地
域
振
興
局
が
企
画

し
ま
し
た
。

　
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は
米
内
沢
根
小
屋
、

小
又
平
里
、
阿
仁
小
渕
地
区
で
、「
あ
き
た
美

人
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
文
字
を
制
作
し
ま
し
た
。

３
箇
所
は
内
陸
線
の
車
窓
か
ら
観
る
こ
と
が

で
き
、
見
頃
は
７
月
か
ら
８
月
の
予
定
で
す
。

　
北
秋
田
市
と
大
館
市
に
ま
た
が
る
竜
ケ
森

（
1
0
4
9
・
8
ｍ
）
の
両
市
合
同
山
開
き

が
６
月
１
日
に
行
わ
れ
、
山
頂
で
今
シ
ー
ズ

ン
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
合
同
山
開
き
は
昭
和
63
年
か
ら
始
ま
り
、

両
市
が
交
互
に
主
催
し
毎
年
6
月
1
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
北
秋
田
市
側
の
東
ノ
又
コ
ー
ス

に
至
る
林
道
の
路
肩
決
壊
で
バ
ス
の
通
行
が

制
限
さ
れ
た
た
め
、
大
館
市
側
の
比
内
コ
ー

ス
か
ら
一
緒
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
竜
ヶ
森
は
、
山
頂
部
周
辺
が
ブ
ナ
の
美
林

で
覆
わ
れ
、
新
緑
、
紅
葉
が
美
し
い
山
。
こ

の
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
登
山
日
和
。

両
市
や
県
内
の
登
山
愛
好
者
な
ど
約
1
5
0

人
が
参
加
し
、
ブ
ナ
の
新
緑
が
映
え
る
竜
ヶ

森
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
秋
田
声
楽
研
究
会
合
唱
団
（
メ
ン
バ
ー
17

人
）
の
三
澤
由
美
子
代
表
が
、
６
月
14
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
、
第
35
回
全

日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
合
唱
団
は
、
６
月
10
日
に
岩
手
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
の
東
北
支
部
大
会

に
出
場
し
、
42
団
体
の
中
か
ら
上
位
６
団
体

に
入
り
、
３
度
目
の
挑
戦
で
見
事
全
国
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
三
澤
代
表
は
「
団
員
一
丸
で
全
国
大
会
を

目
指
し
、
ハ
ー
ド
な
練
習
に
も
耐
え
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
。
全
国
大
会
で
も
上

位
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
88
団
体
が
出
場
し
て
８
月

24
日
か
ら
26
日
ま
で
、
東
京
の
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
（
津
谷
永
光
会

長
）
の
治
山
・
林
道
・
公
有
林
事
業
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
高
関
英
男
さ
ん
（
68

歳
）＝
阿
仁
幸
屋
渡
＝
が
６
月
11
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
高
関
さ
ん
は
、
旧
阿
仁
町
職
員
と
し
て
通

算
７
年
間
林
業
行
政
に
携
わ
り
、
農
林
課
長

を
歴
任
。
ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
阿
仁
林
業

研
究
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
菅
生
地

区
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が

ら
治
山
事
業
を
９
年
間
継
続
し
て
導
入
し
、

地
権
者
の
同
意
を
ま
と
め
上
げ
る
な
ど
、
路

網
整
備
計
画
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
関
さ
ん
は
「
林
業
４
団
体
が
統
合
し
て

初
め
て
の
表
彰
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
第
26
回
東
京
圏
あ
に
会
（
佐
藤
正
成
会

長
）
の
総
会
・
懇
親
会
が
６
月
３
日
、
東
京

都
東
上
野
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
阿
仁
地
区

か
ら
の
参
加
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
集
い
、

阿
仁
を
懐
か
し
む
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
馬
肉
の
煮
付
け
や
山
菜
、

漬
け
物
な
ど
ふ
る
さ
と
の
味
を
堪
能
し
な
が

ら
、
互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
故
郷
談
義

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
や
秋
田
内

陸
線
支
援
活
動
の
紹
介
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
設
け
ら
れ

た
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
阿
仁
か
ら

直
送
さ
れ
た
採
れ
た
て
の
ミ
ズ
や
シ
ド
ケ
、

ア
イ
コ
等
が
並
べ
ら
れ
、
会
員
ら
は
ふ
る
さ

と
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。


